
チーム一丸で力走した９５．１km
ふくしま駅伝 小野町チーム
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定例会9月会議の結果
町政を問う 5人が一般質問
委員会レポート
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８月～１０月の議会活動日誌
町民の声
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定例会9月会議の結果
町政を問う 5人が一般質問
委員会レポート
追跡・あの一般質問を検証！

2
4
10
14

議会活動トピックス
８月～１０月の議会活動日誌
町民の声

16
17
18

議会だより議会だより
笑顔とがんばりの町
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定例会9月会議

▲決算内容を審査（予算・決算審査特別委員会）

９月３日～１１日
　平成２７年小野町議会定例会９月会議は、９月３日から
１１日まで９日間の日程で開かれました。
　会議では、平成２６年度各会計の決算、平成２７年度各
会計補正予算、条例の制定など２３件の町長提出議案と
報告１件、議員提出議案１件が提出され、議案はすべて
全員賛成で原案のとおり可決しました。
　また、５名の議員が一般質問を行い、町政各般にわたり
町長の考えをただしました。

小野町議会８月第１回会議の結果
（８月１９日開催）

条
例
改
正
等

　

緊
急
時
に
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
支
援
等
を
行
う

た
め
、避
難
時
に
特
に
支
援
が
必
要
な
方（
避
難
行
動

要
支
援
者
）の
名
簿
を
作
成
し
、消
防
や
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。
名
簿
の
作
成

は
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、「
災
害
対
策

基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す
る
条
例
制
定

議
員
提
出
議
案

　

議
案
の
審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の
た
め
議

員
を
県
内
外
に
派
遣
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

【
議
案
提
出
者
：
宇
佐
見
留
男　

議
員
】

　

小
野
町
出
身
で
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授・農
学
博
士

の
小
泉
武
夫
氏
の
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
、小
野
町

名
誉
町
民
と
し
て
推
戴
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

◆
小
泉
武
夫
氏
の
名
誉
町
民
推
戴
に
同
意

　

小
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
と
し

て
、村
上
高
一
氏（
仲
町
）を
選
任
す
る
た
め
、町
長
か

ら
議
会
に
同
意
を
求
め
ら
れ
、全
員
賛
成
で
選
任
に

同
意
し
た
も
の
で
す
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、「
通
知
カ
ー
ド
再

交
付
手
数
料
」と「
個
人
番
号
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
」

を
加
え
る
た
め
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
も
の
で
、

初
回
の
交
付
は
無
料
で
す
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
が
改
正

　
「
笑
顔
と
が
ん
ば
り
小
野
町
定
住・二
地
域
居
住
推
進
事

業
」の
実
施
要
綱
に
定
め
る
町
有
林
お
す
そ
わ
け
事
業
の

申
請
が
な
さ
れ
た
た
め
、町
有
林
の
立
木（
杉
）10
立
方

メ
ー
ト
ル
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

◆
町
有
林
の
杉
を
無
償
で
譲
渡

　

今
年
の
１０
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
※

導
入
に
伴

い
、従
来
よ
り
も
更
に
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
措
置
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
特
定
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
が
持
つ
１２
桁

の
番
号
の
こ
と
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、社
会
保
障
、税
、災
害
対

策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、複
数
の
機
関
が
保
有
す

る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
が
改
正

◆平成２６年度各会計決算の認定
全９会計 約９０億円の支出を審査 ※１万円未満切り捨て

会計区分

一般会計 ５６億８６３５万円 ５４億４３１７万円

歳入総額 歳出総額 内　　　容

特 

別 

会 

計

国民健康保険 １４億６２９万円 １３億５０１４万円 国民健康保険に関する事業に要した経費です。

後期高齢者医療 １億６６７万円 １億５８０万円 高齢者の医療給付に関する事業に要した経費です。

除染対策事業 ５億２８３１万円 ５億２８１０万円 除染対策に関する事業に要した経費です。

介護保険 １２億１２７万円 １１億７５９６万円 保険料などの収入を元に、介護サービス事業に要した経費です。

介護保険
サービス事業 ３１９万円 ３１９万円 介護保険サービス計画・介護予防プラン作成業務などに

要した経費です。

浄化槽整備
推進事業

７０６７万円 ６２５２万円 町が浄化槽の設置と維持管理に要した経費です。

文化・体育
振興基金 ３75万円 ３53万円 文化・体育各団体へ活動補助金などに要した経費です。

収益的収支 １億６６６７万円 １億５４６５万円 浄水場等の維持管理や減価償却費等の経費です。

資本的収支 ７７７２万円 １億７２６１万円 企業債償還金及び水道管の布設替え等に要した経費です。

町政各般にわたる諸事業に要した経費です。

水道事業
会計

◆町の財政を診断
　法律の規定により、町の財政の健全性に関する指標が報告されました。数値は、いずれも危険な基準を超えておらず、財政状況は
健全な段階で推移しています。
健全化判断比率（％）

※実質公債費比率…普通会計が負担する元利償還金などの
　標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な負
　債の標準財政規模に対する比率。数値が小さいほど健全
※小野町では実質赤字や資金不足がないことから、それに
　関連する指標は「－」と表示

地方公共団体の財政の健全性に関する比率の報告健全な段階で推移

区　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
小野町

早期健全化基準（黄色信号）
財政再生基準（赤信号）

－
15.0
20.0

－
20.0
30.0

－
350.0

8.6
25.0
35.0

小野町

資金不足比率（％）
区　分 水道事業会計 浄化槽整備推進事業特別会計

早期健全化基準
－
20.0

－
20.0

　９月補正予算は、右の表のとおり全員賛
成で可決しました。
　一般会計の収入と支出において、収入
では国から交付される地方交付税、国・県
からの事業費補助金などが増額となりまし
た。歳出では、子どもの笑顔ひろば事業に
要する費用をはじめ、ＬＥＤ防犯灯取付工
事費、特定不妊治療費助成費などが増額
となりました。
　また、国民健康保険、後期高齢者医療、
除染対策事業、介護保険、浄化槽整備推
進事業、文化・体育振興基金などの特別会
計では、各々、現時点での所要の補正予算
を組んだものです。

＜平成２７年度各会計補正予算＞ ※１万円未満切り捨て

１億８１７２万円

８７３３万円

１５万円

▲８６９万円

２０９６万円

▲６６万円

２２万円

▲２４万円

▲２４万円

５２億９２１７万円

１５億９７７３万円

１億６５２万円

４４３０万円

１１億９１５０万円

８４８３万円

３３５万円

１億６４７３万円

１億６９３６万円

一般会計

特
別
会
計

水
道
事
業

会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

除染対策事業

介護保険

浄化槽整備推進事業

文化・体育振興基金
収益的収入

収益的支出

会計区分 補正額 補正後予算額

　小野運動公園内に整備される多目的運動施設整備工事
の請負契約の締結について議会の議決を求められ、全員賛
成で可決しました。

▲多目的運動施設整備工事の様子



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

会田 明生 議員 5ページ
・旧公立小野町地方綜合病院の解体スケジュールについて
・旧公立小野町地方綜合病院跡地の活用方策について◆
・小野町版総合戦略の策定に係る町の現状分析について◆

◆

宇佐見 留男 議員 6ページ
・ふるさと納税について◆
・人口流出防止・定住について
・食育について◆
・住民参加型在宅福祉サービスについて
・農業を取り巻く厳しい環境への対策について
・農業の後継者対策について
・農地集約の対応について
・六次産業化について
・除雪対策について
・全校地域運営について
・小学校の統合について
・小中学校における支援を必要とする児童・生徒の受け入れについて

◆

竹川 里志 議員 7ページ
・次世代への戦争体験の伝承について◆
・１８歳からの選挙権に対する取り組みについて◆
・選挙権年齢引き下げによる「公共」「主権者教育」の重要性について
・合併６０周年事業のあり方について
・小野町公共施設等整備の進捗状況について

◆

田村 弘文 議員 8ページ
・廃校等の維持管理及び利活用の状況について
・廃校等の利活用の見込めない場合の方策について◆
・財政調整基金の積立額について
・財政調整基金の一部取崩しについて
・高齢者の交通利便性向上のためのスクールバス活用について◆
・地域包括支援センターの活動状況と社会福祉協議会との連携について
・高齢者専用の公営住宅の建設について

◆

吉田 康市 議員 9ページ
・妊婦健診、産後ケア、乳児健診等の更なる支援等について◆
・子ども公園整備について
・保育料金の見直しについて
・認定こども園整備計画について
・企画政策課の事業内容役割について
・スピード感を持った事務事業のあり方について◆
・高齢者の元気づくりの促進について
・高齢者の健康づくりのための施設等の整備について
・町道、農道における環境整備（側溝等）について

◆

45

※紙面の関係上、「◆」の質問と答弁の
内容のみ要約して掲載しています。掲載
されていない質問項目の内容等は、12
月下旬に小野町のホームページに掲載
します「会議録」をご覧ください。

随
時
協
議
を

行
っ
て
き
た
が
、現
在
ま
で
に

方
向
性
を
見
出
せ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、正
式
な

議
論
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

再
質
問

正
式
な
議
論
の

場
を
設
け
て
、議
論
の
経
過

再
々
質
問

総
合
戦
略
の
策
定

は
、町
と
し
て
生
き
残
り
の
覚

悟
を
示
す
重
み
の
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。町
長
は
こ
の

重
み
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

て
、今
回
の
総
合
戦
略
に
反
映

し
て
い
き
た
い
の
か
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

総
合
戦
略
の
策
定

時
期
が
今
年
の
 １０
月
末
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、こ
の
短
い
時
間
で

十
分
な
議
論
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

平
成
26
年
小
野
町
議
会

定
例
会
３
月
会
議
で
、病
院
跡

地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
の
一

般
質
問
が
あ
り
、そ
の
際
の
答

弁
は
財
産
交
換
完
了
後
、速
や

か
に
敷
地
の
利
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
早
期
に
利
用
計
画

を
策
定
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。来
年
３
月
に
は
旧
病
院
建

物
の
解
体
工
事
が
完
了
し
、新

年
度
に
は
利
活
用
で
き
る
目

途
が
つ
い
た
今
、病
院
跡

地
の
活
用
方
策
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
検
討

が
行
わ
れ
、そ
の
方
策

を
導
き
出
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

問

総
合
戦
略
の
策
定
は
、

地
域
の
存
続
を
か
け
た
方
向

性
を
導
き
出
す
極
め
て
重
要

な
機
会
で
あ
り
ま
す
。内
容

は
、環
境
の
変
化
に
対
応
し

得
る
実
効
性
の
高
い
中
身
が

求
め
ら
れ
、そ
の
た
め
に
は
、

戦
略
の
も
と
と
な
る
地
域
の

現
状
を
様
々
な
視
点
か
ら
分

析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

企
業
等
で
は
、経
営
戦
略

を
策
定
す
る
際
、現
状
を
正

し
く
把
握
し
、内
部
環
境
の

強
み
と
弱
み
、外
部
環
境
の

機
会
と
脅
威
に
区
分
し
て
分

析
す
る
方
法
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

住
む
地
域
を
選
ぶ
時
代
、住

む
な
ら
小
野
町
と
言
わ
れ
る

地
域
に
す
る
た
め
に
は
、経
営

的
視
点
か
ら
の
現
状
分
析
が

問

こ
れ
ま
で
、利

活
用
に
向
け
た
協
議
等

を
随
時
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、現
時
点
で
は
具

体
的
な
利
用
計
画
の
策

定
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

町
長

病
院
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
議
論
す
る
特
別

な
会
議
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

河
川
改
修
の
進
捗

町
長

　

今
後
は
、河
川
改
修
に
伴
う

移
転
用
地
と
し
て
の
利
用
、現

在
策
定
中
の
地
方
版
総
合
戦

略
の
施
策
実
施
の
た
め
の
用
地

活
用
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、更

に
慎
重
な
検
討
を
重
ね
、速
や

か
に
活
用
方
針
を
決
定
し
、具

体
的
な
利
用
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

会田 明生 議員

問問問問

答答答答

旧公立小野町地方綜合病院跡地の
　　　　　　　　　　活用方策について

慎重に検討を重ね、速やかに具体的な
　　　　　　　利用計画の策定を進める

問問問問答答答答
小
野
町
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
現
状
分
析
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、町
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　
課
題
の
分
析
を
進
め
て
い
る

現
状
を
分
析
す
る
た

め
、町
内
在
住
者
や
町
外
に
転

出
さ
れ
た
方
々
な
ど
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、様
々
な
視
点

か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、人
口
減
少
対
策
の
先
進

事
例
や
、他
の
自
治
体
で
の
取

り
組
み
と
の
比
較
な
ど
を
行

い
、町
の
現
状
と
課
題
の
分
析

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、産
業
、学
術
、子
育
て

中
の
保
護
者
、町
へ
の
移
住
者
等

の
方
々
か
ら
な
る
小
野
町
地
域

創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議
を
立

ち
上
げ
、よ
り
具
体
的
な
現
状

分
析
を
行
い
、地
方
版
総
合
戦

略
に
反
映
さ
せ
る
考
え
で
す
。

町
長

短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
期
限
ま

で
の
策
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
小
野
町

が
元
気
で
残
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

町
長

を
残
し
て
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、計
画
策
定
の

時
期
的
な
目
安
を
つ
け
な
け

れ
ば
速
や
か
な
利
用
に
は
至

重
要
と
考
え
ま
す
が
、こ
れ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
分
析
を
行
っ

て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

時
期
的
な
目
安
に
つ
い
て
答

弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

状
況
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
利
用
方
法
を
望
ん

で
い
る
の
か
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、来
る
時
期
に
は
策
定

し
ま
す
。

解体撤去後の活用方策が問われる
（解体工事中の旧公立小野町地方綜合病院）



戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

が
日
本
人
口
の
８
割
を
占

め
、戦
争
と
平
和
に
対
す
る

思
い
が
風
化
し
て
い
ま
す
。

　

遺
族
の
方
か
ら
当
時
の
ご

苦
労
な
さ
れ
た
貴
重
な
話

を
聞
く
な
ど
は
、学
校
の
授

業
で
は
体
験
で
き
な
い
行
事

で
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、残
り
少
な
い
資
料

や
先
輩
た
ち
の
戦
争
体
験

の
検
証
と
記
録
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

問

社
会
的
経
験
の
浅
い

若
者
は
政
治
的
判
断
力
が

乏
し
い
な
ど
、18
歳
以
下

の
人
た
ち
が
ど
れ
だ
け
選

挙
に
興
味
を
持
つ
か
が
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

選
挙
年
齢
引
き
下
げ
に

対
す
る
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

竹川 里志 議員

問問問問

答答答答

次世代への戦争体験の伝承について

平和行政に対する施策に取り組む

問問問問答答答答
18
歳
か
ら
の
選
挙
権
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

若
年
有
権
者
へ
の
周
知
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

定期的に実施している食育事業（おやつ教室）

選挙権年齢を１８歳以上に引き下げ
（来年夏の参院選から適用）
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独
自
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼

品
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、こ
れ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

小
・
中
学

校
、保
育
園
の
給
食

の
食
材
は
国
産
そ
れ

と
も
小
野
町
地
元

産
、外
国
産
、ど
れ

が
多
く
使
わ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

選
挙
年
齢
の
引

き
下
げ
に
よ
り
成
人
年
齢

も
引
き
下
げ
ら
れ
た
場

合
、民
法
や
少
年
法
な
ど

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

小
・
中
学
校
、

保
育
園
の
給
食
の
食
べ
残

し
量
は
、ど
の
程
度
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

選
挙
年
齢
の

各
国
の
傾
向
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

再
々
質
問

平
成
２７
年
度
か
ら
、現

行
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
拡
充
し
、小
野
町
の
魅

力
あ
る
様
々
な
特
産
品
を

返
礼
品
と
し
て
送
付
し
、

特
産
品
の
振
興
と
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
を
図
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の

内
容
を
伺
い
ま
す
。

問

最
近
、若
者
の
朝
食
離

れ
が
著
し
く
、ま
た
食
べ
る

こ
と
へ
の
関
心
や
知
識
が

な
く
、健
康
面
か
ら
そ
の

将
来
が
心
配
で
あ
り
ま

す
。家
庭
や
学
校
、地
域
で

食
育
を
推
進
し
、食
生
活

を
改
善
し
て
、食
の
大
切

さ
を
幼
少
期
か
ら
身
に
つ

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と

納
税
制
度
は
、ふ
る
さ
と

へ
貢
献
し
た
い
、応
援
し

た
い
と
い
う
思
い
を
居
住

地
以
外
の
自
治
体
や
、二

地
域
居
住
の
地
域
な
ど
に

対
し
寄
附
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、寄
附
へ
の
御
礼

と
し
て
ふ
る
さ
と
の
特
産

品
等
を
送
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
小
野
町

で
も
町
の
魅
力
発
信
と
地

域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ

企
画
政
策
課
長

納
税
者
に
小
野

町
の
特
産
品
を
返
礼
品

と
し
て
贈
呈
し
た
い
考
え

で
あ
り
ま
す
。

町
長

と
か
ら
、寄
附
額
に
応
じ

て
農
作
物
等
の
特
産
品
の

贈
呈
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

宇佐見 留男 議員

問問問問

答答答答

ふるさと納税について

今年度から小野町の特産品を贈呈

問問問問答答答答
食
育
に
つ
い
て

食
育
の
推
進
を
地
域
全
体
で
進
め
る

食
べ
る
こ
と
は
生

命
の
源
で
あ
り
、健
康
に

生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、妊
娠

期
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
健

康
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

家
庭
、学
校
、地
域
が
連
携

し
、食
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
食
と
農
の
連
携

や
、食
文
化
の
継
承
を
通
し

た
食
育
の
推
進
、食

の
安
全
・
安
心
を
重

視
し
た
食
育
の
推
進

を
地
域
全
体
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

町
長

肉
や
魚
、

野
菜
な
ど
の
生
鮮

教
育
課
長

世
界
の
約
９

割
が
18
歳
で
成
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。１
８
７
の
国
・

地
域
の
う
ち
、１
４
１
の

国
・
地
域
で
、18
歳
で
成
人

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。

総
務
課
長

小
・
中
学
校
、

保
育
園
の
給
食
の
食
べ
残

し
の
量
は
、小
・
中
学
校
で

は
年
間
１
人
当
た
り
約

6
．35
㎏
程
度
で
全
国
平

均
の
7
．1
㎏
と
比
較
し

て
、や
や
下
回
っ
て
い
ま

す
。

　

保
育
園
の
食
べ
残
し

は
、園
児
一
人
一
人
の
食
べ
ら

れ
る
量
を
把
握
し
、調
整

し
て
提
供
を
行
っ
て
い
る

た
め
、ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

教
育
課
長

戦
争
や
そ
の
体
験

を
さ
れ
た
方
々
が
高
齢
化

す
る
中
、子
供
た
ち
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け
た
意

識
醸
成
に
つ
い
て
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、教

育
委
員
会
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、平
和
行
政
に
対

す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

選
挙
権
の
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、若
者
に
対

し
て
い
か
に
政
治
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
が
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、若
者
が
積
極
的

に
社
会
の
形
成
に
参
画

し
、そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
い
う
気
持
ち
を
育
成

す
る
取
り
組
み
の
推
進

が
、特
に
必
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、福
島
県

選
挙
管
理
委
員
会
と
の
連

携
を
密
に
し
、学
校
現
場
へ

町
長

民
法
上
は
未
成

年
者
で
あ
っ
て
も
、そ
の

法
律
上
に
お
い
て
実
質

的
な
成
年
者
と
し
て
扱
っ

て
い
る
法
律
も
あ
り
ま
す

が
、成
年
年
齢
が
18
歳
に

見
直
さ
れ
れ
ば
、こ
れ
ま

で
未
成
年
者
と
し
て
禁

じ
ら
れ
て
い
た
飲
酒
や

喫
煙
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、親
の
同
意
な

し
に
契
約
で
き
る
こ
と
か

町
長

の
積
極
的
な
情
報
提
供
を

行
う
な
ど
、政
治
や
選
挙

へ
の
関
心
を
高
め
る
機
会

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
保

し
、若
年
有
権
者
へ
の
周
知

啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

ら
、個
人
が
成
年
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
た
な
い
限

り
、多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、18
歳

で
成
年
者
と
な
る
こ
と

の
自
覚
と
責
任
、社
会
へ

の
対
応
力
等
に
関
す
る

教
育
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、今

後
の
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

食
品
に
つ
い
て
は
、基
本

的
に
国
産
品
を
使
用
し
て

お
り
、さ
ら
に
可
能
な
限

り
地
場
産
品
を
使
用
し
て

い
ま
す
。



少
子
化
対
策
と
し
て
、婚

活
も
必
要
な
事
業
で
は
あ
り

ま
す
が
、そ
れ
と
同
時
に
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
た

い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。国
、県
主
導
の
子
育
て
支

援
以
外
に
町
独
自
の
支
援
策

は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

町
の
事
業
は
多
方
面
に

わ
た
り
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
方
々
か
ら
町
か
ら
の

回
答
が
遅
い
な
ど
の
苦
情
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
行
政
運
営
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

吉田 康市 議員

問問問問

答答答答

妊婦健診、産後ケア、乳児健診等の
　　　　　　　　更なる支援等について

支援体制の整備を推進する

問問問問答答答答
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
事
務
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
事
業
執
行
に
努
め
る

産後の心身を整える
（産後リフレッシュ教室）

児童・生徒の通学手段として運行中のスクールバス
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利
活
用
が
進

ま
な
い
場
合
は
、多
額
の

費
用
を
投
資
し
て
解
体
撤

去
の
処
理
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。そ
の
た
め
施

設
を
解
体
撤
去
す
る
た
め

の
費
用
を
賄
う
た
め
の
積

み
立
て
を
考
え
て
は
と
思

い
ま
す
。

　

将
来
の
負
担
を
少
な
く

す
る
た
め
に
財
政
的
に
余

裕
が
あ
る
今
か
ら
解
体
撤

去
の
年
次
計
画
、そ
し
て
、

そ
の
資
金
を
賄
う
た
め
の

基
金
の
創
設
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
考
え
ま

す
が
、町
は
解
体
等
に
伴

う
資
金
の
調
達
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

再
質
問

妊
産
婦
や
乳
幼

児
を
持
つ
親
御
さ
ん
か
ら
は
、

情
報
が
少
な
い
、個
別
の
案
内

が
欲
し
い
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

わ
か
り
づ
ら
い
、安
易
に
利
用

で
き
る
相
談
窓
口
が
欲
し
い
な

ど
、多
く
の
意
見
を
お
聞
き
し

ま
す
。情
報
提
供
の
方
法
に
つ

い
て
改
善
を
要
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、そ
れ
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

再
質
問

事
業
執
行
の
あ

り
方
、計
画
実
行
に
つ
い
て

は
、町
の
基
本
計
画
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
の
が
本
来
筋

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、こ

れ
だ
け
社
会
環
境
が
変
化

し
、ス
ピ
ー
ド
を
要
す
る
時

代
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、そ

の
時
代
に
合
わ
せ
た
対
応

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。今

回
も
、各
議
員
の
一般
質
問
内

容
も
今
ま
で
幾
度
と
な
く

質
問
さ
れ
た
項
目
も
あ
り
、

正
確
な
回
答
が
い
ま
だ
に

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の

で
、何
度
で
も
質
問
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

再
質
問

今
後
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に

は
、体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る

再
々
質
問

廃
校
等
の
利
活
用
が

見
込
め
な
い
場
合
、建
物

等
を
撤
去
し
て
跡
地
の
資

産
価
値
を
上
げ
る
の
も
一つ

の
方
策
と
考
え
ま
す
。

　

廃
校
か
ら
５
年
以
上
経

過
し
利
活
用
が
見
込
め
な

い
旧
夏
井
第
二
小
、旧
小
戸

神
小
の
校
舎
や
附
属
建
物

の
解
体
撤
去
費
用
は
見
積

も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。見
積
も
っ
て
い
る
場
合

ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
必

要
で
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

小
野
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
に
、高
齢
者
の
交

通
利
便
性
の
向
上
、そ
し

て
、生
活
向
上
と
し
て
健
康

福
祉
課
と
教
育
課
の
連
携

に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多

面
的
活
用
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、高
齢
者
の
生
活

バ
ス
と
し
て
活
用
で
き
る
か

検
討
の
期
間
を
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。通
常
で
あ

れ
ば
１
年
程
度
検
討
し
て

２
〜
３
年
目
に
は
結
論
を

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
が
、３
年
間
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
何
か
、ま
た
、実

際
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
多
面

的
活
用
に
運
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

田村 弘文 議員

問問問問

答答答答

廃校等の利活用の見込めない
　　　　　　　　　場合の方策について

解体撤去も視野に入れて検討する

問問問問答答答答
高
齢
者
の
交
通
利
便
性
向
上
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
面
的
活
用
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
効
な
施
策
で
あ
る

旧
夏
井
第
二

小
は
、２
年
ほ
ど
前
に
解
体

費
用
を
算
出
し
た
と
こ
ろ

概
算
で
あ
り
ま
す
が
、約
１

億
円
の
見
込
み
で
し
た
。ま

た
、旧
小
戸
神
小
は
既
存
施

設
で
の
利
活
用
を
考
え
て

い
ま
し
た
の
で
、解
体
費
用

の
算
出
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

総
務
課
長町

独
自
の
支
援
と
し

て
は
、特
定
不
妊
治
療
費
や
産

後
健
診
費
用
の
助
成
、産
後
鬱

対
策
事
業
の
産
後
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
教
室
、更
に
は
子

供
に
対
す
る
歯
科
事

業
、食
育
事
業
、経
済

的
支
援
事
業
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、１０
月
か
ら

新
た
に
開
始
す
る
妊

産
婦
の
医
療
費
助
成

事
業
の
準
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

町
長

私
は
常
日
ご
ろ
か
ら

職
員
に
、町
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
で
き
る
限
り
迅
速
に

回
答
し
、ま
た
、速
や
か
に
回

答
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

丁
寧
に
説
明
し
、ご
理
解
い
た

だ
く
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
立

場
に
立
ち
、今
必
要
と
さ
れ
る

事
業
、町
の
将
来
に
役
立
つ
事

業
を
最
優
先
の
判
断
基
準
と

町
長

今
後
遅
滞
な
く
事

業
を
執
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

地
方
創
生
の
総
合
戦

略
で
子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、そ
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

町
有
施
設
の
解

体
撤
去
の
た
め
の
新
た

な
基
金
の
創
設
、ま
た
は

現
在
積
み
立
て
を
行
っ
て

い
る
公
共
施
設
等
の
建

町
長

現
在
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
６
台
で
運
行
し
て
お

り
、う
ち
４
台
は
町
所
有

で
全
て
国
の
補
助
金
（
へ

き
地
児
童
生
徒
援
助
費

等
補
助
金
）を
活
用
し
て

購
入
し
て
い
る
た
め
、ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用

は
、文
部
科
学
大
臣
の
承

認
手
続
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

町
長

周
知
の
方

法
、周
知
の
回
数
も
含
め
て
、

今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

　

今
後
も
、子
供
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
と
地
域
全
体
で

子
育
て
を
見
守
り
支
援
し
て

い
く
体
制
整
備
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

が
、校
舎
が
平
家
で
あ
る
こ

と
、述
べ
床
面
積
が
狭
い
こ

と
な
ど
か
ら
、旧
夏
井
第
二

小
の
解
体
費
用
を
一定
程
度

下
回
る
も
の
と
見
込
み
ま

す
。

設
を
目
的
と
し
た
公
共

施
設
等
建
設
準
備
基
金

の
使
途
拡
大
な
ど
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
し
、何

ら
か
の
方
法
で
資
金
確

保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、解
体
撤
去
の
年

次
計
画
に
つ
い
て
は
、公

共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
中
で
定
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、公
共
交

通
を
含
め
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
多
面
的
活
用
は

有
効
な
施
策
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、実
施
す
る

ま
で
に
は
課
題
解
決
に

時
間
を
要
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

こ
ど
も
・
子
育
て
を
総
括
し
て

取
り
組
め
る
よ
う
な
体
制
、こ

ど
も
・
子
育
て
支
援
課
な
る
も

の
を
設
置
し
て
、妊
娠
、出
産
か

し
、合
理
的
な
考
え
に
基
づ
き
、

よ
り
一層
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

事
業
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

計
画
に
よ
り
ま
す
が
、町

長
の
政
治
判
断
と
独
断
的

な
方
策
で
決
定
す
る
こ
と

も
、時
に
は
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。重
要
な
項

目
は
、課
長
会
議
だ
け
で
は

な
く
、各
課
横
断
的
に
検
討

で
き
る
組
織
の
改
善
も
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
一
括
管

理
す
る
機
能
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。計
画
の

策
定
ば
か
り
に
時
間
を
費
や

し
て
は
、生
ま
れ
た
子
供
も

育
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今
申

し
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ら
保
育
、教
育
ま
で
、子
育
て
の

こ
と
を
全
て
一
元
化
し
た
体
制

整
備
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
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（
行
政
調
査
：
10
月
6
日
〜
8
日
）

総
務
文
教

常
任
委
員
会
委
員
長

遠
藤 

英
信

▲校門に立ち校舎に一礼する生徒たち（永平寺町）

▲子どもの権利条例制定について説明を受ける（内灘町）

特
色
の
あ
る
教
育
活
動
な
ど
を
調
査

調
査
先
：
石
川
県
内
灘
町・福
井
県
永
平
寺
町

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、石
川

県
内
灘
町
と
福
井
県
永
平
寺
町
を

訪
問
し
、「
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

制
定
」
と
「
学
力
向
上
に
関
す
る
取

り
組
み
」に
つ
い
て
視
察
調
査
し
ま

し
た
。

　

石
川
県
内
灘
町
で
は
、子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、全
て
の
子

ど
も
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に「
内

灘
町
子
ど
も
の
権
利
条
例
」を
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
制
定
に
よ
り
、「
内
灘

町
子
ど
も
の
権
利
条
例
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、今
日
の
子

ど
も
が
抱
え
る
様
々
な

問
題
解
決
に
向
け
て
、

家
庭
や
学
校
、地
域
社

会
が
連
携
し
、町
民
み

ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を

健
や
か
に
育
む
環
境
整

備
の
た
め
の
施
策
を
積

極
的
に
推
進
さ
れ
ま

す
。

　

小
野
町
も
、子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、子
ど
も
に
関
す
る

種
々
の
施
策
や
条
例
制

定
を
積
極
的
に
推
進
し

て
、町
民
の
皆
さ
ま
と

協
働
し
て
い
く
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

次
に
、福
井
県
永
平
寺
町
で
は

「
学
力
向
上
の
取
り
組
み
」に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
教
育
方
針
は
「
ふ

る
さ
と
永
平
寺
町
を
誇
り
に
思
え

る
、魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
め
ざ
し

て
」で
す
。ま
た
重
点
努
力
目
標
と

し
て「『
礼
の
心
』を
重
ん
じ
、夢
や

希
望
を
持
っ
て
粘
り
強
く
学
び
、行

動
力
の
あ
る
児
童
生
徒
の
育
成
」と

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
登
下
校
時
に
校
門
に
立
ち
校
舎
に

一
礼
」
、「
授
業
の
始
め
の
黙
想
と
心

を
込
め
た
あ
い
さ
つ
」、「
１５
分
間
の

清
掃
時
間
中
、私
語
は
一
切
し
な
い
」

な
ど
で
、こ
れ
ら
は
３０
年
近
く
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。こ

の
よ
う
な
「
礼
の
心
」
を
基
盤
と
し

た
実
践
活
動
が
す
べ
て
の
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
く
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
、学
力
向
上
は
、日
々

の
日
常
生
活
の
「
礼
の

心
」
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
行
政
調

査
を
通
じ
て
得
た
成
果

は
、今
後
の
委
員
会
活

動
に
活
か
し
、町
政
に
反

映
で
き
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
行
政
調
査
：
10
月
13
日
〜
16
日
）

厚
生
産
業
常
任

委
員
会
委
員
長

水
野 

正
廣

▲「すぐやる係」の活動状況の説明を受ける（石垣市役所）

▲㈱八重山石垣牧場を視察

先
進
的
な
取
り
組
み
を
視
察

調
査
先
：
沖
縄
県
石
垣
市

◆
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

　

私
た
ち
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

は
、当
委
員
会
所
管
事
業
に
お
け
る

先
進
的
な
取
り
組
み
を
視
察
す
る

た
め
、沖
縄
県
石
垣
市
へ
の
行
政
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
政
調
査
は
、住
民
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
石
垣
市
役
所
の
「
す
ぐ
や
る

係
」
、学
校
運
営
に
特
色
の
あ
る
沖

縄
県
立
八
重
山
農
林
高
校
、石
垣
島

で
大
規
模
な
和
牛

繁
殖
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
㈱
八
重

山
石
垣
牧
場
の
活

動
状
況
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

石
垣
市
役
所
の

「
す
ぐ
や
る
係
」の

設
置
は
、各
部
署
、

全
職
員
が
住
民
に

対
す
る
速
や
か
な

対
応
、
明
確
な
対

応
等
、悪
習
と
い
わ

れ
る
役
所
の
体
質

を
断
ち
切
り
、住
民

目
線
と
な
る
行
政

へ
の
意
識
改
革
に

結
び
つ
い
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

八
重
山
農
林
高
校
は
、Ｊ
Ａ
広
報

誌
の
活
用
、地
元
建
設
業
者
と
の
連

携
、中
学
校
教
師
や
保
護
者
を
対
象

と
し
た
体
験
学
習
な
ど
を
実
施
し
、

こ
の
こ
と
を
積
極
的
に
地
域
全
体

に
情
報
発
信
し
て
、将
来
を
見
据
え

た
人
材
育
成
の
た
め
の
進
路
先
で

あ
る
こ
と
を
前
面
に
出
す
と
い
っ
た

特
色
の
あ
る
学
校
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、小
野
高
校
と
の
交
流

の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
も
訪
問
の

目
的
で
し
た
。両
校
交
流
に
関
し
て

は
、交
流
形
態
は
い
ろ
い
ろ
と
検
討

を
要
し
ま
す
が
交
流
は
可
能
で
あ

り
、前
向
き
に
検
討
い
た
だ
け
る
と

感
じ
ま
し
た
。今
後
の
両
校
交
流
の

橋
渡
し
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

㈱
八
重
山
石
垣
牧
場
は
、地
域
の

経
済
振
興
、雇
用
確
保
の
点
か
ら
、

自
然
条
件
、
立
地

環
境
を
十
分
考
慮

し
、
採
算
可
能
な

農
林
業
の
振
興
を

重
点
的
に
実
施
す

る
施
策
を
展
開
し
、

地
場
産
業
と
し
て

定
着
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
行

政
調
査
の
成
果
は
、

今
後
の
委
員
会
活

動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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（
行
政
調
査
：
10
月
27
日
〜
28
日
）

企
業
対
策
特
別

委
員
会
委
員
長

吉
田 

康
市

▲企業の動向等について説明を受ける（福島県名古屋事務所）

▲イハラ建成工業㈱静岡事業所を視察

東
海
地
方
企
業
の
動
向
等
を
調
査

調
査
先
：
福
島
県
名
古
屋
事
務
所・イ
ハ
ラ
建
成
工
業
㈱
静
岡
事
業
所

◆
企
業
対
策
特
別
委
員
会

　

企
業
対
策
特
別
委
員
会
は
、東
海

地
方
か
ら
福
島
県
へ
の
企
業
立
地

に
関
す
る
動
向
調
査
と
小
野
町
に

工
場
を
置
く
イ
ハ
ラ
建
成
工
業
㈱
の

事
業
概
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、福

島
県
名
古
屋
事
務
所
、イ
ハ
ラ
建
成

工
業
㈱
静
岡
事
業
所
大
井
川
工
場

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
名
古
屋
事
務
所
か
ら
の

説
明
に
よ
り
ま
す
と
、東
海
地
方
の

経
済
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
が
中
心
で
、ト

ヨ
タ
自
動
車
が
動

け
ば
ト
ヨ
タ
関
連

企
業
も
多
数
動
く

状
況
と
の
こ
と
で

し
た
。
小
野
町
に

も
ト
ヨ
タ
自
動
車

関
連
企
業
等
の
立

地
が
必
要
で
な
い

か
と
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、同
事
務

所
に
は
企
業
か
ら

小
野
町
へ
の
問
い

合
わ
せ
は
な
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
当
委
員
会

と
し
て
は
、更
な
る

小
野
町
の
P
R
等

を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

感
じ
、福
島
県
名
古
屋
事
務
所
と
町

と
の
情
報
交
換
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
申
入
れ
し
ま

し
た
。

　

イ
ハ
ラ
建
成
工
業
㈱
静
岡
事
業

所
大
井
川
工
場
へ
の
訪
問
で
は
、は

じ
め
に
会
社
全
体
の
事
業
概
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、そ
の
後
小

野
町
工
場
の
現
況
等
に
つ
い
て
話
が

あ
り
ま
し
た
。小
野
町
工
場
は
東
日

本
大
震
災
そ
し
て
原
子
力
災
害
に

よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
が
、現
在
は
24
時
間
体
制
で
生

産
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。し

か
し
、小
野
町
工
場
の
機
械
は
老
朽

化
し
て
お
り
、早
急
に
更
新
し
て
い

き
た
い
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。当
委

員
会
と
し
て
は
、地
域
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保

を
図
る
観
点
か
ら
、

小
野
町
工
場
の
増

設
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
行
政

と
共
に
可
能
な
限

り
支
援
し
て
い
き

た
い
考
え
で
あ
る

と
伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
企
業
誘

致
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
当
委
員

会
委
員
の
総
意
と

し
、行
政
調
査
の
報

告
と
し
ま
す
。

（
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
：
10
月
20
日
〜
21
日
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員
長

村
上 

昭
正

▲全国から約９００人が参加

充
実
し
た
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員
８

名
は
、東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
町

村
議
会
広
報
研
修
会
」に
参
加
し

ま
し
た
。

　

全
国
２
１
４
町
村
議
会
の
広
報

担
当
議
員
が
参
加
し
て
の
研
修
会

で
し
た
。

　

初
日
は
、「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝

わ
る
広
報
へ
」と「
思
わ
ず
手
に
と

る　

読
み
た
く
な
る　

議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い

る
講
師
か
ら
、伝

わ
る
文
章
の
書
き

方
や
住
民
参
加
の

紙
面
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、平

成
２６
年
度
の
議
会

広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
議
会

だ
よ
り
を
モ
デ
ル

に
、優
秀
賞
広
報

紙
か
ら
学
ぶ
べ
き

点
を
中
心
に
講
師

か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」は
、議
会
の
状

況
を
お
知
ら
せ
す
る
大
切
な
広
報

手
段
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
研
修
を
通
じ
て
、

議
会
だ
よ
り
と
は
編
集
者
の
立
場

で
作
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、読

者
の
立
場
で
作
成
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
８
名
の
広
報
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
か
ら
読
者
の
視
点
か

ら
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
、

前
々
回
号
か
ら
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も

読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
、議
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
充
実

し
た
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、

委
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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追跡追跡 どうなった？
あの一般質問を検証！

過去の一般質問から「検討したい」という答弁だったものを取り上げ、その後の町の対応を検証します。

土地利用計画の策定について
　町には様々な計画が定められているが、総合的な町の土地利用を定めた計画書がな
い。町の発展のためには将来を見据えて、産業、経済的な土地利用、居住環境など調和の
とれた計画的な土地利用を定める必要があると思われるが、町長の考えを伺いたい。

（平成２６年定例会３月会議）

質 問

　地域の実情に応じたまちづくりを進めるためには、将来を見据えた総合的な土地利
用を推進することは重要であると認識している。今後、土地利用の現状や動向を見据え
ながら、町の土地利用のあり方などについて検討したい。

答 弁

町の下水路清掃について

質 問
　品ノ木川・七生根川両下水路の暗渠区間はしばらく清掃を実施していない状況であ
る。異臭対策や害虫対策など環境衛生上、下水路の清掃は不可欠であるので、平成２７
年度の当初予算に清掃費用を計上してはどうか。　　　　（平成２6年定例会９月会議）

その後

　品ノ木川・七生根川両下水路の暗渠部分は、昨年度の通常点検結果を踏まえ、今年
度も同様に点検口から目視点検を行い、一部土砂の堆積が確認された品ノ木川の開口
部区間は、今年度土砂の堆積除去を実施する予定である。
　なお点検の結果、暗渠区間は水路機能を阻害するような異物や土砂の堆積等は見受
けられない状況であった。
　今後も継続的に点検等を行い、必要に応じ暗渠区間内の清掃など下水路機能の保
持・環境衛生対策を講じていく考えである。

　暗渠区間の点検口で行っている通常点検では、両下水路ともに水路機能を阻害する
ような異物や土砂の堆積は確認していないが、環境衛生上の観点から、さらに管路内の
目視点検などを行い、必要に応じて清掃などの対策を講じていきたいと考える。

答 弁

議会報告会を開催議会報告会を開催
　今年で３回目となりました「小野町議会報告会」を町内３ヶ所で開催しました。各会場とも議員
全員が出席し議会活動の報告と「少子高齢化対策について」をテーマに意見交換を行いました。
　議会活動報告では、議会活動全般と５つの委員会の過去１年間の活動状況を主に報告しまし
た。夜間にもかかわらず、多くの町民の皆様にご参加いただきました。

◆夏 井 地 区 平成２７年９月２８日（月） 午後７時～ 夏井多目的集会施設
◆飯 豊 地 区 平成２７年９月２９日（火） 午後７時～ 飯豊小学校体育館
◆小野新町地区 平成２７年９月３０日（水） 午後７時～ 小野町多目的研修集会施設

開催日時・開催場所

◆議会活動報告
①議会活動全般の報告（報告者：久野　峻 副議長）
②総務文教常任委員会活動報告（報告者：遠藤英信 委員長）
③厚生産業常任委員会活動報告（報告者：水野正廣 委員長）
④企業対策特別委員会活動報告（報告者：吉田康市 委員長）
⑤議会改革特別委員会活動報告（報告者：宇佐見留男 委員長）
⑥公共施設建設等調査検討特別委員会活動報告（報告者：佐藤　登 委員長）

◆意見交換
テーマ：少子高齢化対策について（座長：村上昭正 議長）

報告会の内容

少子高齢化対策に対する主な質疑・意見など

少子化対策として、結婚の促進を目的とした
独身男女の出会いの場をつくることも良いと思う。

◆

親と子が同居する世帯が増えれば人口減少の
歯止めにもつながると思う。親と子の意識改革が
必要ではないか。

◆

農産物販売や保育所、図書館など多用な機能を
持つ複合施設を整備し、人が集まりやすい環境を
つくることも考えてはどうか。

◆

人口減少を抑えるためには働く場所が必要で
あるため、誘致企業の魅力を発信して地元の
就職者を増やす取り組みが大事であると思う。

◆

充実した労働環境で働き、安心して子育てできる
ようになれば良い。

◆

◆このほかにも、多数の貴重なご意見等をいただきました。

その後

　土地の利用については、現在、右支夏井川の改修や公立小野町地方綜合病院の移
転等の動きがあり、また、公共施設整備検討委員会において様々な分野や専門的見
地から今後必要とされる公共施設のあり方などを検討していることから、町の土地利
用については、これらの動向や既存の都市計画、農業振興地域整備計画等での対応
状況を見ながら、引き続きそのあり方を考えていきたい。



1617

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式

2
日

■
田
村
地
方
町
村
議
会
議
長
会

6
日

■
ヤ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン
ズ・ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

10
日

■
田
村
広
域
行
政
組
合
議
会（
三
春
町
）

13
日

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式

14
日

■「
浮
世
絵
の
世
界
展
」開
会
式

16
日

■
福
島
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
相
馬
市
）

17
日

■
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
企
業
団
議
会

19
日

■
小
野
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

25
日

■
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
定
例
議
会（
郡
山
市
）

29
日

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

■
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
３
年
達
成
記
念
祝
賀
会

30
日

■
小
町
ふ
れ
あ
い
フェス
タ

■
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
と
の
交
流
会

31
日

■
Ｊ
Ａ
た
む
ら
農
産
物
直
売
所

   「
ふ
ぁ
せ
る
た
む
ら
」竣
工
式（
田
村
市
）

18
日

■
福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会（
郡
山
市
）

■
三
春
町
議
会
と
の
交
流
会（
三
春
町
）

22
日

■
小
･
中
学
校
音
楽
祭

■
人
口
問
題
総
合
戦
略
検
討
会
議

■
小
野
町
民
生
委
員
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

■
例
月
出
納
検
査

23
日

■
月
例
全
員
協
議
会

■
人
口
問
題
総
合
戦
略
検
討
会
議

■
公
共
施
設
建
設
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

5
日 10月

October
■
小
野
町
議
会
定
例
会
９
月
会
議

3
日
〜
11
日

■
小
野
町
議
会
報
告
会

28
日
〜
30
日

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
調
査（
石
川
県・福
井
県
）

6
日
〜
8
日

■
厚
生
産
業
常
任
委
員
会
行
政
調
査（
沖
縄
県
）

13
日
〜
16
日

■
町
村
議
会
広
報
研
修
会（
東
京
都
）

20
日
〜
21
日

■
監
査
委
員
全
国
研
修
会（
東
京
都
）

7
日
〜
8
日

■
第
22
回
議
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2
日

■
町
村
議
会
正
副
議
長
研
修
会（
福
島
市
）

3
日

■
県
議
長
会
理
事・監
事
合
同
会
議（
福
島
市
）

5
日

■
小
野
町
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー

  

通
常
総
会

6
日

■
広
野
町
サ
マ
ー
フェス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５（
広
野
町
）

8
日

■
決
算
審
査
書
類
審
査

4
日
〜
6
日

■ 

Ｊ
Ａ
た
む
ら
夏
秋
野
菜
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス（
東
京
都
）

6
日
〜
7
日

■
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

■
月
例
全
員
協
議
会

11
日

■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

10
日

■
須
賀
川
市
釈
迦
堂
川
花
火
大
会（
須
賀
川
市
）

22
日

■
例
月
出
納
検
査

25
日

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式

30
日

■
議
会
運
営
委
員
会

■
議
会
全
員
協
議
会

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

31
日

■
第
22
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
ち
荘
敬
老
会

5
日

■
月
例
全
員
協
議
会

■
人
口
問
題
総
合
戦
略
検
討
会
議

11
日

■
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り・こ
ま
ち
湖
健
康
ラ
ンニン
グ
教
室
･
ウ
ォ
ー
ク
大
会

6
日

8月
August

■
百
歳
賀
寿
贈
呈
式

1
日

■
小
野
町
総
合
防
災
訓
練

13
日

■
小
学
校
陸
上
記
録
会

16
日

■
小
野
町
敬
老
会

19
日

■
第
9
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会（
福
島
市
）

20
日

■
例
月
出
納
検
査

25
日

■
田
村
地
方
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会

■
小
野
町
防
犯
協
会
定
期
総
会

29
日

■
小
野
運
動
公
園
多
目
的
運
動
施
設
整
備

  

工
事
安
全
祈
願
祭

■
小
野
町
行
政
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会

24
日

■
第
11
回
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

4
日 9月

September

議
会
活
動
日
誌

議
会
活
動
日
誌

■
お
の
ま
ち
夏
ま
つ
り

15
日

■
議
会
運
営
委
員
会

■
全
員
協
議
会

■
8
月
第
1
回
会
議

■
企
業
対
策
特
別
委
員
会（
町
内
企
業
訪
問
）

19
日 議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス

　小野町議会では各種団体の皆さ
んから様々な意見をお聞きし、意見
交換を行い、より地域課題などに即
した議会活動とするため、意見交換
会を計画的に開催しています。
　今回は、９月２４日に小野町行政
区長会と１０月２３日に小野町民生
委員協議会と意見交換会を開催し
ました。
　小野町行政区長会との意見交換
会では、「少子高齢化対策について」
と「町政全般について」をテーマに、
また小野町民生委員協議会との意
見交換会では、「住民が安心して暮
らせるまちづくり及び福祉活動の
現状について」をテーマに行いまし
た。
　出席された各行政区長、各民生
委員からは様々な視点からのご意
見等をお伺いすることができまし
た。
　皆さんからいただいたご意見等
は、今後の議会活動や町政への提
言などに活かしていきます。

各種団体と意見交換会を開催しました！

▲小野町行政区長会との意見交換会の様子

▲小野町民生委員協議会との意見交換会の様子

　１０月２２日に郡山市の「ビッグパレット」で
開催された福島県町村議会議長会主催の町村
議会議員研修会に参加しました。
　研修会は、「人口減少社会の自治体議会」と
「今後の政局・政治展望」について２人の大学教
授から講義を受け、今後求められる自治体議会
の役割などについて理解を深めました。

町村議会議員研修に参加

▲研修の様子

■
企
業
対
策
特
別
委
員
会
行
政
調
査（
愛
知
県・静
岡
県
）
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この印刷物は、FSC の基準に従って
認証された適切に管理された森からの
木材を含んだ用紙で印刷されています。

あ
と
が
き

会
田 

明
生

議
会
広
報
編
集
委
員

　
「
伝
え
る
」
と
「
伝
わ
る
」
。文
字
に
す

る
と
、違
い
は
一
字
。さ
て
言
葉
の
意
味
の

違
い
は
？

　

調
べ
る
と
、「
伝
え
る
」に
は
、「
知
ら
せ

る
」や「
伝
達
す
る
」と
あ
り
ま
す
。「
一
方

通
行
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
の「
伝
わ
る
」は
、「
話
な
ど
が
一
方

か
ら
他
方
へ
通
じ
て
広
が
る
」「
情
報
が

人
か
ら
人
へ
と
知
ら
さ
れ
る
」と
あ
り
ま

す
。こ
ち
ら
は「
双
方
向
」で
し
ょ
う
か
。

　

年
に
４
回
発
行
し
て
い
る
議
会
だ
よ

り
。発
行
し
て
も
読
ん
で
も
ら
え
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

編
集
会
議
で
は
、赤
ペ
ン
片
手
に
読
み

や
す
い
文
字
の
大
き
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、

表
紙
の
写
真
は
何
を
使
う
か
、掲
載
内
容

は
何
に
す
る
か
、試
行
錯
誤
の
連
続
で

す
。

　

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
、伝
わ
り
や
す
い

紙
面
と
な
る
よ
う
、み
な
様
か
ら
の
声
を

大
切
に
、改
善
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
号
も
、ご
一
読
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一般質問は12月4日（金）の予定です。傍聴をお待ちしています！
定例会12月会議は12月3日（木）に開会の予定です。

※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（０２４７-７２-６９３０）

議会だより議会だより
町民の 声声 町民の方から議会に思うことをお聞きしましたので、ご紹介します。

　

議
会
だ
よ

り
も
広
報
モ

ニ
タ
ー
方
々

の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
、大
変
見
や
す
く
な
り
ま
し

た
。今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

　

ま
た
、各
方
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る

議
会
報
告
会
も
今
年
で
三
年
に
な
る

そ
う
で
す
。私
も
何
度
か
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
議
会
側
か
ら
報

告
が
終
わ
り
、意
見
交
換
の
場
に
な
り

ま
す
と
、い
つ
も
時
間
が
足
り
な
い
ほ

ど
の
意
見
、質
問
が
出
ま
す
。そ
れ
は

町
政
に
対
す
る
町
民
の
率
直
な
声
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、休
日
の
日
中
開
催

も
含
め
、実
施
内
容
の
時
間
的
な
調
整

も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。そ
し
て
積
み
上
げ
た
町
民
か
ら
の

意
見
、要
望
を
精
査
し
、議
会
か
ら
執

行
側
へ「
提
言
」と
し
て
施
策
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
員
の
皆
様
に
は
町

政
発
展
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
、よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

吉田 清さん

　

議
会
報
告

会
が
あ
る
と

い
う
の
で
普

段
な
か
な
か

携
わ
る
機
会
が
な
い
だ
け
に
期
待
を

し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
様
の
各
委
員
会
で
の
活

動
の
内
容
や
報
告
を
色
々
と
聞
い
て

い
く
中
で
、私
達
の
知
ら
な
い
事
も
本

当
に
た
く
さ
ん
の
活
躍
を
さ
れ
て
い

る
事
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
説
明
で
は
、町
の
事
業
内
容
な

ど
に
つ
い
て
も
、改
め
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

何
を
思
う
こ
と
な
く
、住
み
や
す
い

町
と
し
て
、た
だ
暮
ら
し
て
来
ま
し
た

が
、色
々
と
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　

誰
も
が
幸
せ
感
じ
ら
れ
る
小
野
町

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
会
を
開
い
て

下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、も
っ
と
た

く
さ
ん
の
方
々
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
会
に
な
っ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

先崎 信子さん
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